
















1.研究の進展(総括の一部)

　小児にみられる言語障害は(1)言語発達遅滞,(2)脳性マヒに伴う言語障

害,(3)聴力障害,(4)口蓋裂言語,(5)機能的構音障害と,5 つの類型に分けるこ

とができるが,いずれにしても早期に発見,診断し,直ちに療育対策を講じなけ

ればならない。それは,正常の場合,幼児期にほぼ言語の発達は完成してしまい,

この期を逸すると,いかに努力を払おうとも発達に限界を来たしてしまうとい

う言語発達の特性によるからである。従って,何等かの原因によって発達が思

わしくない場合には,いち早く発見し早期療育を実施することが事後の発達の

正否を左右するポイントなのである。この意味で本研究プロジェクトの立案と

実施は真に当を得た意義深いものである。


